


























橋 本 伸 也
シンポジウム
イツである。空間的には西欧の島嶼部から大陸ヨーロッパの中東部、時間的には18世
紀から20世紀中葉にいたる広く長い対比の軸を設定しつつ、農村的な慣習や伝統が社
会の近代化過程でたんに姿を変えるというのにとどまらず、秩序の再編、再解釈によ
る意味転換と再定義、さらにはシンボルの簒奪と異なる価値への転移などの複雑な過
程を経ることを捉えようとしたのである。イングランド農村における近代的で資本主
義的な所有観念の攻勢に適応した主体的でモラルエコノミー的な自己規律化過程とし
ての「落ち穂拾い」の再編、ボヘミア農民の（身分制的「国民」概念とは異なる）近
代国民化や政治主体化と農業の科学化に並進した民衆文化の国民文化への擬装的置
換、ナチズム的な現代化過程における民俗としての収穫祭の政治的道具化や現代的テ
クノロジーとの結合など、このシンポジウムを通じてとりだされた諸局面は、近現代
の農村の経験した矛盾に満ちた変容過程を鋭角的にえぐり出したものとなっている。
かつ、一見対極的に見える近代イングランド農村社会の経験とボヘミアのそれとの双
方の、屈曲をともなった延長線上に、ナチズム下の農村社会の姿を捉えることも可能
なように思われる。農村や農民の主体／客体としての政治的動員過程に埋め込まれた
「伝統的」習俗に着目するときに、今回のシンポジウムで取り上げられた三つの事例は、
あるひとつのコロラリーをなしているのである。
「落ち穂拾い」という農民的慣習行動に着目して近代農村の秩序変容を捉えようと
した大嶋渚氏（関西学院大学大学院生）の議論をより長期的で広域的な意味連関のな
かに据え直すことを意図して組織したのが、今回のシンポジウムであった。こうした
意図に応えて報告・寄稿して下さった桐生裕子氏（神戸女学院大学）、藤原辰史氏（京
都大学）に心より感謝申し上げる。
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